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【参考図】六ケ所再処理工場 高レベル廃液とガラス固化の関連施設・設備図 （2013.5.８～5.26 ガラス固化時点で稼働していた箇所 橙色の設備、 濃受：濃縮受槽） 
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縮廃液 
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中間貯槽 

第一酸回
収系濃受

第二酸回
収系濃受 

廃ガス洗
浄液槽 

分析廃液 
第一受槽 

分析廃液 
第二受槽 

ガラス溶融
炉 

廃液
蒸発
濃縮
缶 

 
ガラス固化体 
 25 本製造 

ガラス固化 
待ち貯槽 

分離工程から 

   
   2013.2.1～2015.3.4 
間はガラス固化待ち貯槽の廃
液を使用しガラス固化をして
いた。 

2015.9.7 資料２ 

2013.2.1  高レベル廃液     減衰 
廃液 202m3→137Cs：520PBq 
 2013.5.8～5.26 
 A 炉でガラス固化体製造 
              497PBq 
2015.3.4  高レベル廃液                   
 廃液 223m3→137Cs:520PBq 
 
左の廃液蒸発濃縮缶は 
 温度計さや管穴あき運転をしている 

 

高レベル廃液とは下記 
三種類（アルカリ濃縮、不溶解
残渣、高レベル濃縮）の貯槽に
貯蔵されているものを指す。 
（実際は大小 10基の貯槽） 


